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ヤマシナ、自動車部品の複雑な生産工程を支える基幹システムをアジャイル開発で刷新 
工程進捗の可視化によりDXを加速、内製化体制を整えグループ企業に展開へ 

 
ITサービス業のＪＢＣＣ株式会社（本社：東京都中央区、社長：東上 征司、以下 ＪＢＣＣ）は、株式会社ヤマシナ

（所在地：京都府京都市、代表取締役社長 古川 泰司、以下 ヤマシナ）の1,000種超の高精度ネジ・ボルトの生産・

販売管理を支える基幹システムを、ＪＢＣＣ独自のアジャイル開発手法とローコード開発ツールGeneXusを活用した

超高速開発によりクラウド上で刷新しました。プロジェクトを通してヤマシナの技術者への内製化支援も行い、M&A

対応によるグループ企業への今後のシステム展開にも伴走しています。 

 

ヤマシナは自動車産業向けを中心とした高精度ネジ・ボルトメーカーで、近年は自動車の軽量化ニーズに応える製品

開発・技術革新など、新たな価値提供に取り組んでいます。従来の基幹システムは、15年前に導入したパッケージの

販売管理システムに製造部門用の大規模なカスタマイズを施したレガシーシステムで、約200本の自社開発プログラ

ムをサブシステムで追加して業務に対応してきましたが、ソフトウエアおよびハードウエアの保守期限が迫り、業

界・法規定への対応や、近年M&Aで増加したグループ企業へのシステム展開も困難で、早期刷新が急務となっていま

した。 

 

しかしながら、1,000種以上のネジ・ボルトの生産工程はそれぞれ複雑かつ異なっており、パッケージで対応するこ

とは難しく、ＪＢＣＣは業務に合わせて開発することを提案。大規模な基幹システム開発を得意とする超高速開発に

より、現場担当者や情報システム部門とチーム一体となり、試作段階からスピーディに改善を重ねました。その結果、

新たに生産工程の進捗を可視化し、業務効率の向上や意思決定の迅速化に寄与するシステムを実現しました。 

 

■新基幹システムの特長 

1．多品種・中量生産の複雑な生産工程を支える基幹システムをＪＢＣＣの超高速開発で構築 

・チーム一体となって社内外での部品加工や材料支給品を扱う多様な生産工程の業務理解を徹底 

・ＪＢＣＣ独自のアジャイル開発手法による超高速開発を適用。現場の要望を反映しながら、5回の開発サイクルを 

通じて機能精度を向上、使いやすいシステムを実現 

・日報手入力だった工程管理をシステム化、進捗状況がリアルタイムで可視化され、問題の早期発見・対応が可能に 

 

2．伴走型内製化支援により超高速開発手法・ノウハウを自社で習得、グループ企業へ展開 

・社内技術者3名が開発チームに参加、アジャイル開発手法とローコード開発ツールGeneXusのノウハウを蓄積して 

内製化体制を確立 

・現場部門から情報システム部門へ要望を伝える動きが活性化、変革に応じ改善を重ね、より使いやすいシステムへ 

 

3．IT基盤をクラウド化、24/365体制のクラウド運用・監視サービスにより、長期にわたり安定したIT環境を整備 

・ＪＢＣＣの運用付きクラウドサービス「EcoOne」により運用管理を省力化、ＪＢＣＣのIT専門家が安定稼働を 

サポート 

・維持・拡張性に優れ長期にわたり使い続けられるIT基盤を得て、社内技術者は業務アプリの開発・運用に専念へ 

 

 

詳細は、ＪＢＣＣサイトのお客様事例でご確認ください。 

■事例紹介 

https://www.jbcc.co.jp/casestudy/solution/dev/yamashina.html  

■事例動画 

https://youtu.be/3d64EOQvCS4  

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＢＣＣグループはDXサービス「HARMONIZE 2.0（ハーモナイズ 2.0）」で先進技術を最適構成で活用できるクラウ

ドサービスや独自のアジャイル開発手法により高品質・短納期でのシステム開発を可能にする超高速開発を提供し

ています。ＪＢＣＣならびにＪＢＣＣグループは、「HARMONIZE 2.0」を通じて、企業および様々な分野におけるデ

ジタルトランスフォーメーション（DX）をご支援します。 

-------------------------------------------------------------------------------------------------- 

■ HARMONIZE 2.0について  https://www.jbcchd.co.jp/lp/harmonize/ 

「HARMONIZE 2.0（ハーモナイズ 2.0）」は、ＪＢＣＣグループが強みとするクラウド、 

セキュリティ、超高速開発に、新たにAI＆データ活用を加えて進化した、お客様のDXを 

加速するITサービス体系です。ＪＢＣＣグループが持つデジタル技術や手法にAIなど 

先進技術を取り入れ、最新のDXを実現します。 

------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

■ 株式会社ヤマシナ https://www.kk-yamashina.co.jp/ 

1917 年設立から一世紀の歴史を持ち、戦後は高度経済成長とモータリゼーションに貢献してきたねじ・ボルト、金

属部品の専門メーカーです。主なユーザー企業は、自動車関連が 65%、弱電・産業機器関連が 30%で、高品質は当

然のこと、お客様のニーズに応じた設計・開発志向の事業展開を行っています。 

 
■ ＪＢＣＣ株式会社について https://www.jbcc.co.jp/ 
クラウドサービスを中心にシステムの設計から構築、運用までを一貫して手掛けるITサービス企業です。超高速シ
ステム開発を特長とし、セキュリティ・AI等のサービスとともに、お客様のシステムの課題を技術力とスピードで
解決します。 
※ＪＢＣＣ株式会社は、ＪＢＣＣホールディングス株式会社（代表取締役社長：東上 征司／本社：東京都中央区）の事業会社です。 

 

 

 

 

 

＜本件に関するお問い合わせ＞ 

● 報道関係の皆さま ＪＢＣＣホールディングス株式会社 広報 

     長谷川 Tel: 03-6262-3233  E-mail: jb_info@jbcc.co.jp 

● お客さま  ＪＢＣＣ株式会社 ソリューション事業 広報・マーケティング本部  

     浦辺/柳澤 E-mail: mktg@jbcc.co.jp 

 


